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新刊案内

国家・メディア・コミュニティ
大石裕・著
慶應義塾大学出版会／５０６０円

マ
ル
チ
プ
レ
ッ
ク
ス
世
界
は

　国
際
秩
序
を
変
え
る
の
か

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と

メ
デ
ィ
ア・ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

アメリカ世界秩序の終焉
マルチプレックス世界のはじまり
アミタフ・アチャリア・著／芦澤久仁子・訳
ミネルヴァ書房／ 3850 円

防衛外交とは何か
平時における軍事力の役割
渡部恒雄／西田一平太・編
勁草書房／ 4400 円

武力行使ではない
軍事力の活用とは

南シナ海問題の構図
中越紛争から多国間対立へ
庄司智孝・著
名古屋大学出版会／ 5940 円

　

二
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

武
力
行
使
と
情
報
戦
が
入
り
乱
れ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
戦
と
な
っ
た
。
双
方
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
が
戦
争
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
、
ま
た
世
界

各
国
で
感
情
的
世
論
が
表
出
し
て
い
る
。
本
書

で
は
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
な
ど
が
、
メ

デ
ィ
ア
や
情
報
へ
の
一
層
の
集
中
化
と
感
情
的

世
論
の
顕
在
化
を
促
進
し
、
メ
デ
ィ
ア
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
招
い
た
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

国
民
国
家
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
の
密
接
な
関
係
を
読
み
解
く
一
冊
。

　

日
本
外
交
は
、
米
国
の
圧
倒
的
優
位
な
戦
略

環
境
の
下
で
日
米
同
盟
を
基
軸
と
し
て
き
た
。

だ
が
現
在
、﹁
多
極
世
界
﹂﹁
Ｇ
ゼ
ロ
世
界
﹂﹁
米

中
二
極
構
造
﹂
な
ど
戦
後
国
際
秩
序
の
衰
退
が

語
ら
れ
る
。
著
者
は
米
国
の
衰
退
と
米
国
に
よ

る
国
際
秩
序
の
衰
退
は
別
な
も
の
と
考
え
、
今

後
は
各
地
域
各
領
域
に
複
層
的
な
秩
序
、﹁
マ
ル

チ
プ
レ
ッ
ク
ス
世
界
﹂
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
。

東
ア
ジ
ア
に
﹁
中
国
優
位
の
秩
序
﹂
が
生
ま
れ

れ
ば
、
日
本
の
過
度
な
対
米
依
存
構
造
は
窮
地

に
陥
り
か
ね
な
い
。
著
者
は
こ
う
警
告
す
る
。

　

軍
事
力
と
い
う
資ア
セ
ッ
ト産
を
他
国
と
の
協
調
の
た

め
の
外
交
手
段
と
し
て
用
い
る﹁
防
衛
外
交
﹂は
、

近
年
の
国
際
関
係
の
一
つ
の
潮
流
を
な
し
て
い

る
。
本
書
は
、
防
衛
外
交
と
い
う
概
念
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
お
よ
び
諸
外
国
の
事
例
を
検

討
し
、日
本
の
課
題
︵
手
段
や
リ
ソ
ー
ス
の
不
足
、

対
外
政
策
全
体
で
の
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動

の
不
明
確
な
位
置
づ
け
な
ど
︶
を
指
摘
す
る
。

軍
事
力
を
平
時
の
外
交
に
ど
う
活
用
す
る
か
が
、

い
ま
問
わ
れ
て
い
る
。
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戦後沖縄の政治と社会
「保守」と「革新」の歴史的位相
平良好利／高江洲昌哉・編著
吉田書店／ 2970 円

人
生
に﹁
遅
す
ぎ
る
﹂は
な
い

あ
る
外
交
官
の
生
き
抜
き
方

私たちはどれほどに
戦後沖縄を知っているか

まだ間に合う
元駐米大使の置き土産
藤崎一郎・著
講談社現代新書／ 990 円

米
中
対
立
の
構
図
に
な
い

地
域
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

南シナ海問題の構図
中越紛争から多国間対立へ
庄司智孝・著
名古屋大学出版会／ 5940 円

　

南
シ
ナ
海
問
題
は
、
米
中
の
大
国
間
対
立
の

み
に
還
元
で
き
な
い
。
中
越
の
﹁
陣
取
り
合
戦
﹂

が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
米
国
と
日
本
・
豪
州

な
ど
そ
の
同
盟
国
を
巻
き
込
み
、
多
国
間
対
立

に
拡
大
し
た
︱
︱
。
本
書
は
、
一
党
独
裁
維
持

の
た
め
﹁
全
方
位
﹂
外
交
を
展
開
す
る
ベ
ト
ナ

ム
、
民
主
的
な
政
権
交
代
で
路
線
転
換
し
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
そ
し
て
一
体
性
に
課
題
を
抱
え
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
国
際
的
な
規
範
を
活

用
す
る
自
律
的
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
地
域
秩

序
に
与
え
た
影
響
力
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

　

沖
縄
の
日
本
復
帰
か
ら
五
〇
年
。
沖
縄
戦
や

米
軍
基
地
問
題
が
関
心
を
集
め
る
一
方
、
米
統

治
時
代
か
ら
復
帰
後
ま
で
を
貫
く
研
究
は
乏
し

い
。
政
治
学
・
経
済
学
・
社
会
学
・
行
政
学
・

歴
史
学
の
分
野
横
断
的
な
研
究
会
か
ら
生
ま
れ

た
本
書
は
、
冷
戦
の
文
脈
に
基
づ
く
﹁
保
守
と

革
新
﹂
の
構
図
が
﹁
反
共
﹂
の
米
統
治
下
で
い

か
に
出
現
し
、
復
帰
後
の
経
済
開
発
・
自
治
体

外
交
や
本
土
と
の
関
係
、
そ
し
て
現
在
の
﹁
オ
ー

ル
沖
縄
﹂
に
い
か
に
影
響
し
た
の
か
、
鳥
瞰
的

に
捉
え
よ
う
と
す
る
実
証
研
究
で
あ
る
。

　

駐
米
大
使
を
務
め
た
著
者
は
、
長
年
、
日
本

外
交
の
最
前
線
で
活
躍
し
た
。
だ
が
本
書
で
は
、

華
々
し
い
成
功
物
語
で
は
な
く
、
数
々
の
失
敗

談
が
赤
裸
々
に
綴
ら
れ
る
。
準
備
を
怠
り
上
司

に
詰
問
さ
れ
た
海
外
出
張
、
総
理
訪
問
時
の

﹁
チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
﹂
な
ど
、
自
ら
の
失
敗
か
ら
得

た
教
訓
は
、
外
交
舞
台
と
は
縁
遠
い
読
者
に
と
っ

て
も
金
言
だ
。
将
来
に
悩
む
学
生
、
わ
け
も
わ

か
ら
ず
仕
事
に
放
り
込
ま
れ
た
社
会
人
︱
︱
本

書
を
貫
く﹁
ま
だ
間
に
合
う
﹂の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

そ
っ
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
。




